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　 Geobacter　sp ．　AY ，　 a　dehalorespiring　bacteria　that　dechIorinates　 1，2−dichloroethane（DCA ）to　ethane ，　has　the

folIowing　 advantages 　to　be　applied 　 in　bioremediatbn　compared 　to　vet　 isolated　 1，2−DCA 　 dechlorinators； the

activity　for　1，2−DCA 　higher　than　 1，000　ppm ，
　the　culturbility 　using 　only 　acetate 　as　sole 　electron　and 　carbon

source
，
　and 　the　constitutive　dechlorination　activity．　The　genome 　analysis 　revealed 　that　AY 　has　chromosome 　DNA

of　about 　3．9Mbp 　and 　a　plasmid　pAY300f 　about 　30kbp　including　gene　encoding 　12DCA 　dehalogenase（dσaA ）、　For

forecasting　the　bioremediation　progress，　the　stability　of　plasmid　probably 　has　to　be　considered ．　In　this　study ，　the

half　velocity 　of　constant （Ks），　the　maximum 　dechIorination　veIocity （Vmax）were 　determined　for　the　cuItures 　of

AY 　grown 　on 　acetate 　and 　either 　fumarate，1，2−DCA 　or　the　combination ．　In　addition ，
　the　gene　copy 　numbers 　of　4）oB

and 　dcaA　were 　determined　by　qPCR ．　As　the　result
，
　AY 　grown　on　1

，
2−DCA 　has　8．8 μMof 　Ks　and 　20× lO

’10
μ moi ・h

−

1
℃ elrl　of　Vma ）c．　The　Vmax 　is　10hold 　faster　than　that　for　the 　dechlorination　of　1，2−cisDCE 　by　Deha’ococcoides 　spp ．

Whiie，　the　velocity 　and 　the　copy 　number 　of 　dcaA　were 　quite　lower　in　the　AY 　maintained 　without 　1，2−DCA ．　As

the　concIusion ，　AY 　constitutively 　expressed 　1，2−DCA 　dehaIogenase，　but　the　plasmid　was 　not　stabIe ．　The　plasmid

stabiIity　must 　be　taken　into　account　for　the　forecasting　1，2−DCA 　dechlorination　by　AY ．
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捌 ococco ’des瓢 UCHOO7 株を用 いたバ イオオ ーグメ ンテ ーシ ョ ンの ための 技術開発
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　本研究では、国内で初めて純粋分離に成功 した Dehatococcoides属細菌 UCHOO7 株を塩素化エ チ レン類汚染帯

水層に導入 するバ イオオ
ーグメ ン テーシ ョ ン の技術開発 を行 っ て い る。Dehaiococco’des属細菌は難培養微生

物で あ り純粋培養で 大量培養す る こ とが難 しか っ たため 、 UCHOO7 株の 増殖を促進させる微生物株 （UCHOO1

株 またはUCHOO3 株） との 混合培養に よる培養方法 を検討 し て きた （第29回 日本微生物生態学会大会）。

　本報告で は 、 Dehalococcoides属 細菌 UCHOO7 株を単独 で 大量培養す る技術の 取り組み に つ い て紹介する。

UCHOO7 株は 、 培地成分に改良を加え る こ とによ っ て純粋培養 によ る菌体濃度を 107個lm1程度まで増加で き

る こ とが示された。一方、純粋培養に は 、培地に 添加 した トリク ロ ロ エ チ レ ン やcis−1，2一ジ クロ ロ エ チ レンの

全 てが エ チ レン まで 完全に 脱塩素化されず、塩化 ビニ ル モ ノマ ーが蓄積 す る課題が存在す る こ とも明 らか と

な っ た。

　我々は、UCHOO7 株の大量培養を確立して 、
　 UCHOO7 株単独で の バ イ オオーグメ ン テ

ー
シ ョ ンを目指 して お

り、　 「微生物による バ イオ レメデ ィ エ ーシ ョ ン 利用指針」の適合確認を申請する予定であ る。
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